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ガチャガチャ（カプセルトイ） 

 

ガチャガチャ（カプセルトイ）について調べてみ

ると意外にも日本発祥じゃなかった？！ 

球形のカプセルの中には、一体どんな夢が詰まって

いるのだろう。ワクワクしながらダイヤル回した思

い出は、６０代以下の人間には誰でもあるのではな

いだろうか。最近では、海外の人にも日本のガチャ

は好評で、わざわざお目当てを求めて訪れる観光客

もいるのだとか。 

ガチャのそもそもの発祥は、1880 年代のアメリカ

で、駅のホームなどで自動販売機としてキャンディ

ーやガムを売っていたのだそうです。そこからカプ

セルに玩具を入れるようになり、1930 年代には子供

たちに人気となりました。一説では、「トーマス・ア

ダムス Gum 社」というアメリカの会社で製造された

「ガムボールマシン」が原型になったのではないか

と言われています。社名にもあるように、そのころ

の景品はもちろん「ガム」です。 

日本では、「ぺニイ商会（現在の株式会社ぺニイ、

タカラトミーグループ）」が1965年アメリカからガチ

ャマシンを輸入したことが始まりです。当時の価格

は 1 回 10 円。当時は中身の景品も輸入していました。

当時は、町の小さな駄菓子屋さんや、文房具屋さん

などにガチャが設置されていました。 

蛇足ではありますが、「ガチャの日」というのがあ

ることをご存じですか。ぺニイ商会が創立された2月

17 日が「ガチャの日」として制定されています。 

1965 年に輸入されて以降、ずっと進化を続けてきた

ガチャ。価格や景品の質、さらに豊富なラインナッ

プなど、年々奥深さを増しているように思います。 

こんなガチャ人気にチャッカリあやかろうと、実

は私、科学工作キットをガチャの中に仕込んで、ワ

ークショップのネタにしたことがあります。高校の

文化祭でも使えるのではないかと考え、その時開発

したアイテムをいくつかご紹介します。カプセルの

サイズが、一般的な市販品より一回り小さい直径

4.5cm の、それこそおもちゃサイズだったので、設計

にはかなり苦労しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

館長だより 
 

山形県産業科学館 

 

令和６年 7 月１１日(木) 

 

発行 館長  加 藤 智 一 

 


